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サークルエコーは ・・・・              

 事故や病気によって脳に損傷を受けると、新し

いことが覚えにくくなったり、意欲が低下した

り、感情のコントロールが難しくなるなどのた

め、社会生活の様々な場面で問題が生じることが

あります。このような後遺症を高次脳機能障害と

いいます。                     

 目に見えにくい障害のため、社会の理解を得に

くいこと、したがって現行の福祉制度を利用する

ことが難しい点が大きな問題となっています。 

 サークルエコーは、高次脳機能障害をとりまく

問題の中で、特に、日常生活にも援助が必要な人

たちの問題に取り組んでいます。  

   ホームページ  http://www.circle-echo.com/  

              (会報はカラーで見られます) 
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● お知らせ： 

事務局住所が下記に変わりました。 

・住所:〒206 - 0824 稲城市若葉台 3 - 1 - 1  

ワルツの杜Ｃ- 405  田辺方 

・電話：042 - 350 - 3292  

・E- mail: kako.m.d.t.1201@nifty.com  

 

脳損傷・高次脳機能障害 

ＳＳＫＵ
 

 

http://www.circle-echo.com/
http://groups.yahoo.co.jp/group/circle_echo/post?protectID=200166211007035192033223190056129097123109122196039099127238037205015143149
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特集 ֻὧ ̝1   コラージュで語る 
 

今年の合宿＝語ろう会の開催地は 7 年間続いた山梨富士吉田市から横浜市都筑区の「横浜ふれ

あい荘」に移し、10 月 15・16 日に開催しました。過去 3 回の「語ろう会」では当事者の住まい

や暮らしについて話しあってきましたが、今年は家族へも対象を広げ「本人は、家族はどう生き

ていくのか、誰とどのように暮らすのか」をテーマにしました。 

 その手掛かりとして前半の１部では「コラージュ（貼り絵）をやってみよう」ということで、

生活に関わる風景や、作品の写真やコピーを持参してもらい、過去の思い出、現在の生活、将来

やりたいこと等を本人、家族ともども台紙に張り付け、思い思いに作り上げました。生活そのも

のの風景を貼る方、心の底、心境、気持を他に置き換えて空想的な絵を貼る方等々。 

そして「こういうものを作りました」と発表です。本人が話すのが難しい場合には家族か支援者

がサポートしました。 

後半のⅡ部では家族がコラージュを参考に提示しながら生き方、暮らし方を語りました。やは

り絵や写真といった材料があると内容が具体的となり、盛り上がります。質問も出ます。時間の

経つのも早いです。こうして１日目は夜の懇親会、交流会で終わりました。 

翌日は爽やかな秋晴れの中、横浜の中華街に出かけて昼食、山下公園の散策で解散となりまし

た。 

首都圏内で開催ということで、当事者家族に直接かかわっておられる支援者、高次脳機能障害

の福祉関係者が多く参加されました。この方たちとの交流が新たに生まれ、今後の合宿のあり方

を考え、変えていく端緒になればと思います。 

そして高次脳機能障害の理解と支援の開拓につながっていくのではと期待するものです。今回

はこのコラージュ関係の内容を、次号でテーマについての発表や寄せられた感想等をお伝えする

予定です。（Ⅰ・Ⅱ部ともコーディネーターは会員の山崎光弘が行いました。）                

（まとめ：高橋俊夫） 

 

ד   
（写真下のカタカナは当事者、ローマ字は家族、支援者、（代）は支援者が代弁の意。    内は家族の感想） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マサユキ：好きな野菜と嫌いな野菜です。

そして怖いお母さんを。（代）    

 

ダイスケ：昨年の合宿風景、あすか（姪）

と水遊び。車が好きなようですね。（代）          
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Ｍ：主人と娘との生活が中心。野菜つ

くりや好きな旅行等の写真です。書道

も続けています。補助食品も飲み始め

たのでこんな写真も。 

 

 

                                                                                 

                                 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                                                                                                                                                                                                              

Ｙ：体力作り、健康維持のため自然に触

れたい。健康についての情報はテレビ番

組から。原発事故は怖い。 

 

 

ツネヨ：人間中心に、日頃の写真を貼ってい

ます。サポーターと 2 人で作成。切り抜きは

自分で（代） 

 

オサム：出かけることが多い。横須賀の

公園、自動車博物館等。本が好きです。

暦は誕生日。 

 

★ 最初はコラージュの意図が分らす、何をしていいか分からない人もいたが、皆が楽しみ

ながら、話しながら楽しめた。出来上がった作品もそれぞれの人がどのような考え、希

望、夢をもって毎日を送っているかが分かった。 

 

★ 面白い。それぞれの人の関心などが分る。 
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Ｙ：我が家でこんな「えこーたいむ」を開

きたい。赤塚先生、山崎さん、豊田さん、

皆いる。家で療養中の妻も参加して。 

 

 

ヒロヤス：作業所で作った、アクリーナ

の実物も貼っています。ホテルで働いて

いる写真、グランドキャニオンに行った

ときの写真です。（若い女性の写真が多

いですね） 

 

Ｍ：ウルトラマン（あなたのことね、と影

の声）を貼りました。老眼鏡をかけた自分

＝時間が経ったなと感じて親爺軍団と共

に。いろんな人に囲まれて。 

 

 

ヨシヒロ：あゆたか、すてっぷなな、都

筑ハーベストの写真。小さいころはサッ

カーをしていた。これは今、食べたい物。 

 

 

★ 大人も子供も一つになって想像力と集中力の一瞬間を楽しめた。 

貼り付けている間に、瞬時に想像外の作品になった。それ自体に自分でも驚く。この作品

になろうとは考えてもみなかったのです。「たまたまあった材料が私自身を見つけた」そ

して「私自身に夢を与えてくれた」それを思うと有意義な時間でした。 

 

★ 時間が短く感じるほど楽しくできました。意味づけをしなくても、自分の中や、サポート

してくださったボランティアさんとの会話の中で、物語ができあがり、それが一人一人の

心の動き、背景が現れてとっても良かったと思いました。制作していく中での切り方、貼

り方、選び方それぞれの性格が写しだされているような感じがしました。 
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Ｓ：願望を。自分の好きなものをして暮ら

せたらいいなと思いを込めて。花いっぱい

の中で、お菓子、野菜をつくって。そばを

打って。家族仲良く旅行にも行って。 

 

 

Ｔ：現在の生活を貼った。植木職の仕事

をしているので。趣味の釣りとゴルフ。

ゴルフは１０年来やめていたが再開し

た。車も好きだ。私の理想の日野原重明

さん。いずれ老人ホームも考える。 

 

カオル：お菓子屋さんになることが夢。ス

イートポテト、ピラフ、オムレツなど作っ

たので。（舌が肥えている、見栄えは悪いが

おいしい。ヘルパーさんとは仲良く出かけ

たりしている、その写真が貼ってある。

(代)） 

 

 

リョウヘイ：好きなものを貼っていっ

た。東北の紅葉。次に、好きな外国語の

文章。英語が一番好きです。中国語は大

学生の時、ドイツ語は高校の時の趣味

で。 

 

 

 

 

★「生活に関わる風景や写真」という案内でしたが皆さんそれぞれ思い思いのコラージュだっ

たと思います。生活には直接関係なくとも本人、家族の心に根付いているものが現れたので

しょう。広く考えればそれが生活の底にあるのかもしれません。私の場合はテーマにこだわ

り、まさに日々の生活そのものが出てしまいました。 
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Ｋ：受傷から近未来まで。エコーの初期、

様々な地域活動。仲よしの姪との写真。

中央は現在過ごしている施設の自室。来

月、私（母）は引越すのでマンションの

写真。 

 

 

Ｈ：真ん中に相田みつをの出会いの句を。

サークルエコー、あゆたか、すてっぷなな、

絵の展覧会、昨年から行っている都筑ハー

ベストの畑の写真、そして、関わっていた

だいている方々の写真等。たまには旅に行

きたい。 

 

 

コウキ：遊びゴコロで・・・・ 

 

 

★ 受傷から今日までを活動や出会いをテーマに貼っていった。隣席では、村田くんが、真剣

に、かつ生き生きと取り組んでいた。 

赤塚先生と西田さんの楽しい会話も聞こえていた。          

 

★ 皆さんそれぞれ楽しんでいたように思います。私と息子は同じ写真を持っていたので出来

上がりも同じようになりました。 

 

 

Ｍ：飛び入りで参加しました。昨年の合宿

の写真が沢山あったので、私が出会った人

たちを残しました。多分、全員がはいって

いるのでは。秋の紅葉がきれいなのでその

写真も。 
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Ｓ：数字が苦手なので克服したいという意

味です。 

 

 

 

 

（心情が出ていていいですね。） 

Ｙ：二人の出会いから、結婚して楽しい生

活が始まったという物語ですね。赤ちゃん

が生まれておめでとうまで。 

（一連の流れができていて夢があります 

ね。いいですね。）（代） 
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「続・東日本大震災」 

～決して風化させない～ 

大槌町で津波被災者の交流の場として開設している「まごころ広場うすざわ」の臼澤良一です。

覚えておられるでしょうか？ 田辺様には、開設当時にうすざわ広場でのボランティア活動に参加

し、我々の活動を会報紙(vol.44) にも取り上げていただきありがとうございました。今回は(vol. 

45)、福島誠様の大槌、釜石での活動（遠野まごころネット）が掲載されており、被災地の復興の

ために努力されている姿に頭が下がります。 

当地では、被災者が避難所から仮設住宅に入居いたしましたが、仮設入居者の買物難民の増加、

失業者の増加、コミュニティの崩壊、仮設入居者の孤立化など多くの課題を抱えております。被

災者は、「衣・食・住」が足りてこそ安心できると思われますが、当地では「住」が確保されたば

かりです。これからが私たちのスタートであると考えております。  

先月は、日本社会事業大学、JICA 事務局、名古屋で開催されましたマスコミ倫理懇談会で、

新しいコミュニティづくりと当地の実態についてお話をする機会がありました。  

3 月 11 日の津波では多くの犠牲者が出たにもかかわらず、被災地から距離が遠くなるにつれ忘

れ去られていると感じました。私は、絶対、風化させないようにこれからも発信し続けるつもり

です。 

これから寒くなりますが、皆様のご健勝とご健康を祈念し、お礼に代えさせていただきます。  

（岩手県大槌町の「まごころ広場」館長 臼澤良一）   

 

＊岩手県大槌町の臼澤良一さんは 300 メートルも流されながら奇跡的に助かった被災者でありながら、「ま

ごころ広場うすざわ」を運営する一方、被災地の実情を伝えるため、全国各地を飛び回っておられます。 

 

～備えあれば憂い少なし～ 

10 月 22 日、横浜市内で開かれた「がんばっぺし東北！チャリテイーイベント結束の機」（主催：

横浜市介護支援専門委員会連絡協議会）に参加しました。息子のケアマネの柏木さんらが奔走し

て開いた講演会です。小さいお子さんが 2 人いる柏木家は、奥さんは女川へ、ご主人は釜石へ向

かわれたと聞いています。 

午前の部は「死から生といのちを考える」高宮有介氏＝昭和大学医学部専任講師、午後の部は

「被災地での奮闘」岩手県ケアマネジャー：斉藤祐基氏による講演でした。今回の災害を受けて、

地域包括システムの重要性を訴えておられました。  

パネルディスカッション「被災地支援と地域防災を考える」では、被災地を訪れた横浜市内の

ケアマネジャー、防災コーディネーター、市職員らが「私達の地域で災害が起きたら」を語りま

した。改めて「自分や家族の身の安全は自分で守らねばならない！」「日頃からの近所との支え

合いが大事だ！」という事を感じました。 

高次脳機能障害がある人は「災害」という特別な状況下で心身に混乱をきたす事も考えられま

す。防災コーディネーターの方の「備えあれば憂いなし！はウソ」「備えあれば憂い少なし！」

という言葉が印象的でした。果たして憂いを少なく出来るのか、考えていきたいと思います。  

（横浜市 今仲芳昭） 
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愛知県瀬戸市の「サークル・フレンズ（代表 豊田幸子氏）」は設立 10 周年を迎え、9 月４日に、記念講演会を開

催しました。サークルエコーは、早くから参加者を募り、車、新幹線、バス利用に分れての参加となりました。その

状況をメーリングリストから抜粋しました。 
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 動 向 脳損傷・高次脳機能障害 
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8   

   

② 発達障害情報センターの情報収集、分析、発信を行う体制の強化。 ③ 高次脳機能障害に即した教

育システムの検討。 

９．重度者への施策について（現在の支援の実態について調査し、支援に着手）  
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2011 年 12 月～2012 年 2 月 活動予定 

12/24 1/28  

 

                                                  

  

サークルエコー行事＆会合報告               

8/27   

 

8/29  TKK  

9/4 5 10  
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郵便振替 口座記号番号 00180‐0‐546112 サークルエコー 

 

 

 

 

ɏȢɫɁɆȤȨɶȭ  ₳ 23₴ 10 2  

今年は久しぶりに浅草・隅田川べりのウォークでした。 

ご存知 634ｍのスカイツリーが近くに見える地域でもあります。     

当日のプログラムはツリーをバッ

クに記念撮影、ウォーク、向島 游

人太鼓演奏、そして昼食でした。                                          

（高橋） 

 

 

 

 

         ご支援ありがとうございました。 

2011 9 11 ╕≢⌐↔ ⁸ ╩⅔ ∑ ↕∫√ ₁≢∆⁹ ⁸  

                    

            ∑™           

  

 

Ἒ ꜝ▬○fi☼◒ꜝⱩ ╟╡ 5 ─↔ ╩ ⅝╕⇔√⁹ 

   当クラブは、10 月 20 日、新宿のハイアットリージェンシーホテルに新宿区長、四谷警察庁 

らを招き、40 周年式典を開催しました。サークルエコーは、式典の中で、これまでのご支援 

に対し、感謝状を送りました。 

 

 

◎ 入会のご案内   ◎ 今年度も賛助会費のご協力よろしくお願いいたします。           

  「正会員」      年会費（4 月～3 月）1 口 2,000 円 

 入会金 1,000 円    

 年会費 3,000 円 

 

VOL. P8  

 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

サークルエコー連絡先  

           206- 0824 3- 1- 1 405 Tel/Fax: 042- 350- 3292 
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百
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ヨーロッパの金融財政危機、アメリカの格差への暴動、TPP 問題。歴史的円高等いろい

ろな問題が国内外で起きている。新聞やテレビで見聞きするだけだが、家族が健常のまま

であったらこれらに対する見方、考え方が違っただろうかと考える。もっと身近に置き換

えて考えるかもしれない。                       Takahashi 

                  

                               

 


